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禦岡：T-! B.は愈 i:•l.、身共t乙老ひて来た！ 営時カ yレモチンかアダリンで、もあればよかつ
たと思λ~ ！不眠症．．．．．．共の障事kの:J;IJl屈は云は友いが多くの老人の悩みであるらしい。























































103. A. 在伯林， シユメルリング夫人に宛て L。
〔1888年明治21年（ウヰンより 印象）〕
註。 B.の姪にして軍人の未亡人なp。




103. B. 在伯林， シユメルリング夫人に宛て L。








































107. 在伯林， ドクトル， レウヰンスダインに宛てι。






































だ。拙者の弟子の中から Czerney(Heidelberg), v. Winiwarter (Liittich), Miculicz, (Konigsberg), 
Gussenbauer (Prag), Wolfled (Graz）たぞと云ふ入b を教へ土げる事は出来たo＇そして目下 2人







































12. 在ウヰン大皐， ドクトル，プラームに宛て L。




















N ur Kampf! Und immer wieder Kampf! 
Wann giebt’s denn endlich, en(ll~ch Frieden 
Es thut nicht gut! Ich kann nicht ertragen. 
Wie mich die Menschen taglich, stundlich Qualen 
Wie sie Unmogliches von mir begehren ! 











zur Anatomie der menschlichen Gesellschaft. 2) Das Gute im Menscher】・ ，3) Mitbewegung und 















. 115. 殺立主豆大製， ドクトル，ベツテルハイムlと宛てh。
〔1890年明治23年.（三主主主主主より 61旗）〕
lit。建築技師
位。此手紙の日附 9 月 2 日の下に主主三戦号事後20ヶ~F紀念の日と諮いであるから丁度日本の帝凶議曾第
1 陶召集の年て今日より 49~p前の事であった。此時分に B. は多年計離してゐたルードル 7ヰネル・
二ヱ三と云ふ看護締養成lfrを少なからね私費を投ピ父公費を使って設立する事に腐心して居たので
あった。
































〔189HJ~ 明治24年 （ウヰンより 62歳）〕
e 『－…拙者の考へでは 2 政・人の｛.tJ..（のるる都市K曹者の自 111開業を荷して作瞥I／，，~IC 1瞥者を






























































12. 在ウヰン， ドクト Jl-，フオンムンヂーに宛て L。

































124. 在グンチヒ市， ドクト yレ，エールーケルi乙宛て L。





































739 日本外科寅函第 17谷第 3 滋
程疲弊と1也官、を感じ主主いのみたら-p反って之によりて管幽友気持が幾分でも治るのである。





















128. 在ベル リン，シユメルリング夫人に宛て L。

































アグリン等の催眠薬があったら 1服感って上げるのに！ 気の毒友老人！ B.の妻君は何
庭に居った？
129. 在ベルリン，シユメルリングF夫人に宛て L。



















虞れがあると考へるからです。然し Probierengeht eben iiber Studieren と云ふ教へもありま
すからやって見るのも悪くはありますまい！……』






































13. f：ウヰン， ドクトル．フォン・ムンヂーに宛て L。
〔1893'<1三明治26年 （サンギルケンより 64歳）〕















































































































古：いである。 Antiseptica,sunt remedia interna et externa, Vuae putiidini resistent.自Pち防腐と云


































744 日本外科貧函第 17巻第 3 競
いぞ！俺は浩鼻術の矯めには鼻は友ぷりたくないよ！鼻の矯めの浩鼻術友らいやだよ！』
世の中に病気の矯めに手術する事は必要だが手術の矯めに病気を持ってくる人も少主主くな
ν、。
其二
B.がるる時ウヰン醤製舎で、左の様友演説をして聴衆を笑はした事があった。
『……腎臓摘出の1病例を報告しますがるる 1人の婦：人が腎臓痛に躍ってゐるので其病人の
親麗一同の承諾を得て次の日に腎臓摘出の手術を施さうと思ひまして器械寓般の準備をして
其病人の邸宅へ出掛けました。然しとの困難な手術は全〈失敗に終りました。 と云ふのは其
病人は手術の前夜に人知れや首を吊って死んで、ゐたからであります。……』
共三
外科の臨床講義にある 1人の8歳に友る病人が運び出された。そしてるる 1人の受検者が
その病気を診断せ左ければなら友い揚合であった。庭で頑是友い子供は大撃を上げて泣いて
仕様が友い。それで、B.は云ふた。
B.『よい子だ，よい子だ。何にもしやし友いよ！恐い事は友い。よしょし，よ＂＂＇子だ，よ
い子だ。泣かすコK，泣かす＇ i'L！』
然るにその子供は泣いて止まない。そして涙を流してポケットから 1個の銀貨をつかみ出
し主主がら B.に云ふた。
『……いやだよ，いやだよ！ をぢちゃん！ 此銀貨をあげるから師らしてください。なア，
沿ぢちゃん！ これをあげるよ。ゐち・ちゃん！ J
満堂喋笑！子供はますます泣き叫ぶと云ふ事になって・流石の B.も掛り果て L臨床講義も中
止，試験も中止，そして子供の好意の銀貨も得ゃに苦笑し友がら講堂から主主り出したと云ふ事
があった。
